
(57)【要約】

【目的】送信周波数帯域を狭めることのない、放射効率

の高い小型アンテナを提供する。

【構成】地上に垂直に立設し、自立鉄骨基礎で支持した

柱状の中心導体12の外周に、碍子17を介して上記中心導

体12の上下に位置する頂冠14及び底冠15で保持されると

共にその上下位置でそれぞれ短絡してなる複数本の外部

導体16を円筒状に張設し、上記中心導体12と上記外部導

体16とをリアクタンス整合器21で接続する。そして、一

端を上記中心導体12の頂冠14周辺部で上記外部導体16に

短絡し、他端を碍子を介して地面に繋留するアンテナロ

ーディング線18を張設し、上記外部導体16下部の短絡部

より給電機器24で給電する。
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【実用新案登録請求の範囲】

【請求項１】　地上に垂直に立設し、鉄骨基礎で支持し

た柱状の中心導体と、

この中心導体外周に円筒状に張設され、碍子を介して上

記中心導体の上下に位置する頂冠及び底冠で保持される

と共に、その上下位置でそれぞれ短絡してなる複数本の

外部導体と、

上記中心導体と上記外部導体とを接続するリアクタンス

整合器と、

一端を上記中心導体の頂冠周辺部で上記外部導体に短絡

し、他端を碍子を介して地面に繋留するアンテナローデ

ィング線と、

上記外部導体下部の短絡部より給電する給電手段とを具

備したことを特徴とする支線付きかご型アンテナ。

【図面の簡単な説明】

【図１】本考案の一実施例に係る具体構造を示す図。

【図２】同実施例に係る基本構造を示す図。

【図３】同実施例に係る不平衡モード計算時のアンテナ

形状を示す図。

【図４】同実施例に係るアンテナローディング線長を変

えた場合の入力インピーダンスを示す特性図。

【図５】同実施例に係るリアクタンス整合箱のコイルの

インダクタンスを示す特性図。

【図６】同実施例に係るアンテナローディング線長を変

えた場合の放射効率を示す特性図。

【図７】同実施例に係るアンテナローディング線長を変

えた場合の放射効率を示す特性図。

【符号の説明】

11…鉄骨基礎、12…鉄柱（中心導体）、13…台碍子、14

…頂冠、15…底冠、16…副空中線（外部導体）、17…亜

鈴碍子（外部導体）、18…アンテナローディング線、19

…支線、20…避雷突針、21…リアクタンス整合箱、22…

ラジアルアース、23…アース銅板、24…機器収容箱、2

5，26…短絡線。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】
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【考案の詳細な説明】

　　【０００１】

　　【産業上の利用分野】

　本考案は、中波帯送信アンテナとして使用される支線付きかご型アンテナに関

する。

　　【０００２】

　　【従来の技術】

　従来の中波送信アンテナでは、広い面積をカバーするべく０．５３λ（λ：波

長）あるいは０．７５λと高いアンテナ高のものが用いられていた。しかるに、

高いアンテナは建設費用が高く、この点で混信対策として数多く建設すると不経

済であった。

　　【０００３】

　現在、日本海側地域における中波放送の外国電波との混信が問題となっており

、その改善策が検討されている。外国へ影響を与えずに改善する方法として、小

型の送信局を多数設置することがまず考えられる。この場合、０．１λ程度の小

型の送信アンテナでいかに放射効率の高いものができるかが問題となる。アンテ

ナ高が０．２５λ付近のアンテナでは、支線付きの折返し型とすることにより比

較的効率の高いものが得られることはわかっている。

　　【０００４】

　　【考案が解決しようとする課題】

　しかしながら上記のような折返し型アンテナにあって、アンテナ高を０．２５

λよりさらに低くすると、小型アンテナの弱点である送信周波数帯域が狭くなる

という問題を露呈してしまい、この点を改善することは困難であった。

　　【０００５】

　本考案は上記のような実情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは

、送信周波数帯域を狭めることがなく、放射効率の高い小型アンテナを提供する

ことにある。

　　【０００６】

　　【課題を解決するための手段】
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　本考案は、地上に垂直に立設し、鉄骨基礎で支持した柱状の中心導体の外周に

、碍子を介して上記中心導体の上下に位置する頂冠及び底冠で保持されると共に

その上下位置でそれぞれ短絡してなる複数本の外部導体を円筒状に張設し、上記

中心導体と上記外部導体とをリアクタンス整合器で接続する。そして、一端を上

記中心導体の頂冠周辺部で上記外部導体に短絡し、他端を碍子を介して地面に繋

留するアンテナローディング線を張設し、上記外部導体下部の短絡部より給電す

るようにしたものである。

　　【０００７】

　　【作用】

　上記のような構成とすれば、送信周波数帯域を狭めることなく、また既設の支

柱を利用することによりわずかの改善工事だけで建設可能な放射効率の充分高い

小型アンテナを提供することができる。

　　【０００８】

　　【実施例】

　以下図面を参照して本考案の一実施例について説明する。

　　【０００９】

　図１はその具体構造の一例を示すものである。同図で11は地面に埋設された鉄

骨基礎、12は中心導体として鉄骨基礎11上に台碍子13を介して地面と垂直となる

ように立設され、鉄骨基礎11と短絡接続された鉄柱、14は鉄柱12上部に配設され

た環状の頂冠、15は同鉄柱12下部に配設された環状の底冠、16は外部導体として

上記頂冠14、底冠15間に亜鈴碍子17を介して張設された副空中線、25，26はそれ

ぞれ副空中線16の上下位置にて複数の副空中線16間を短絡する短絡線、18は頂冠

14から地面に対して張設されたアンテナローディング線、19は絶縁ロープにより

鉄柱12を支持する支線、20は鉄柱12上端に配設された避雷突針、21は鉄柱12と副

空中線16、アンテナローディング線18間に接続されたリアクタンス整合箱、22は

台碍子13下部から地面に放射状に広げて埋設されるラジアルアース、23はラジア

ルアース22の先端に取付けられたアース銅板、24は地上に配設され、その一端を

副空中線16の下部の短絡線26付近に接続し、他端を上記アース銅板23によりアー

スした給電機器を収容する機器収容箱である。
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　なお、上記図中では台碍子13を介して鉄柱12と鉄骨基礎11とが短絡されている

が、実際実用の場合は鉄柱12が鉄骨基礎11に直接接続される。

　　【００１０】

　上記図１に示した構造を簡略化して示したものが図２である。同図は絶縁ロー

プによる支線19での支持を不要とした自立型であり、鉄柱12による中心導体は直

接鉄骨基礎11上に接続される。この中心導体の高さをｈ、半径をｒ1 とし、この

中心導体の周囲に距離ｄだけ離して等間隔に張設された副空中線16からなる外部

導体の本数をｎ、その長さを中心導体と同じくｈ、同半径をｒ2 とする。これら

外部導体の両端は円環で互いに接続する。各外部導体から半径がｒ2 、長さがｌ

（エル）のアンテナローディング線18を大地上のｒだけ離れた位置に張る。アン

テナ上部では中心導体と外部導体は短絡またはインダクタンスＬにより接続する

。給電は外部導体の最下部にて行なう。

　今、上記アンテナのパラメータを次のように設定するものとする。すなわち、

　ｈ＝２０［ｍ］

　ｒ1 ＝０．１５［ｍ］（１５［ｃｍ］）

　ｒ2 ＝０．００３５［ｍ］（３．５［ｍｍ］）

　ｎ＝４［本］

　ｌ＝０，１０，２０［ｍ］

　ｒ＝５［ｍ］

　Ｌ＝５０，１００［μＨ］

　（但し、ｈ＝１／４λの場合はＬ＝０［μＨ］すなわちインダクタンスＬは不

要となる。）

　　【００１１】

　このアンテナの効率等を計算する場合、ここでは一般的な方法としてその中心

導体と外部導体とによって構成される不平衡モードと平衡モードとを別々に求め

ることとする。

　まず、不平衡モードの計算を行なう。そのためのアンテナ形状を図３に示す。

　数値条件を

　ｒ1 ＜ｈ，ｒ2 ＜ｈ，ｒ2 ＜ｌ，
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　ｋｒ1 ＜１，ｋｒ2 ＜１（但し、ｋ＝２π／λ［ｒａｄ］。）

　　【００１２】

とし、ｄ＝２．５［ｍ］、ｒ＝５［ｍ］として、アンテナローディング線18を２

．５［ｍ］にそれぞれ分割し、各小部分に区分制限波電流を仮定し、モ̶メント

法を用いて入力インピ̶ダンスを求める。

　　【００１３】

　図４は支線長ｌを０，１０，２０［ｍ］と変えた場合の不平衡モ̶ドの入力イ

ンピ̶ダンスＺｒ＝Ｒｒ＋ｊＸｒを示す。図４（Ａ）が実数部Ｒｒを、図４（Ｂ

）が虚数部Ｘｒを示す。放射効率に直接影響を与えるのは不平衡モ̶ドの実数部

Ｒｒであり、Ｒｒはアンテナローディング線18が長くなると徐々に大きくなり、

特定の長さで最大値となって、さらにそれ以上長くすると小さくなる。数値計算

では、図示するようにアンテナローディング線18の長さｌ＝１０［ｍ］の場合に

Ｒｒが最大となった。

　中心導体と外部導体とで構成されるかご型アンテナの平衡モ̶ドの計算につい

てはその記述を省略する。

　　【００１４】

　次にアンテナローディング線18の長さを１０［ｍ］と固定し、コイルのインダ

クタンスＬを０，１５，５０，１００［μＨ］と変化させたときの入力インピ̶

ダンスＺｃ＝Ｒｃ＋ｊＸｃを示す。図５（Ａ）が実数部Ｒｃを、図５（Ｂ）が虚

数部Ｘｃを示す。この場合、インダクタンスＬを大きくすることにより共振点を

低周波側に移動させることができることが理解できる。

　次に、このかご型アンテナの放射効率について説明する。

　　【００１５】

　給電側である外部導体の接地抵抗をＲ1 とし、中心導体側の接地抵抗をＲ2 と

する。いま、Ｒ1 ＝Ｒ2 ＝１０［Ω］とし、アンテナローディング線18の長さｌ

を０，１０，２０［ｍ］と変化させた場合の放射効率の比較を行なう。

　　【００１６】

　図６はコイルのインダクタンスＬ＝５０［μＨ］とした場合の放射効率を示す

ものである。ここではピ̶ク値としてｋｈ＝約０．５５［ｒａｄ］付近でｌ＝１
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０［ｍ］のときに４４％の効率が得られている。また、ｌ＝０［ｍ］のときは３

７％、ｌ＝２０［ｍ］のときは３４％となり、結果としてｌ＝１０［ｍ］のとき

に最高の効率を得ることができ、ｌ＝２０［ｍ］のときに最低の効率となること

を示している。

　　【００１７】

　続く図７はコイルのインダクタンスＬ＝１００［μＨ］とした場合の放射効率

を示すものである。ここではピ̶ク値がｋｈ＝約０．４３［ｒａｄ］の付近にあ

り、ここでｌ＝１０［ｍ］のときに２８％の最大効率が得られている。ｌ＝０［

ｍ］のときは２５％、ｌ＝２０［ｍ］のときは２１％となり、結果としてはやは

りｌ＝１０［ｍ］のときに最高の効率を得ることができ、ｌ＝２０［ｍ］のとき

に最低の効率となることを示している。

　　【００１８】

　以上図６，図７に示される通り、アンテナローディングを行なうことにより放

射効率を向上させることができる。これと共に、例えば上記ではアンテナ高ｈ＝

２０［ｍ］の場合にローディング長ｌ＝１０［ｍ］で最大効率を得たように、ア

ンテナ高の約半分程度の長さのアンテナローディング線で最大効率を得ることが

できる。

　　【００１９】

　さらに、インダクタンスＬの値を増加させることにより放射効率のピ̶クをア

ンテナ高ｋｈの低い方に移行し、小型のアンテナ局でも放射効率をあげることが

できる。

　　【００２０】

　　【考案の効果】

　以上詳記した如く本考案によれば、地上に垂直に立設し、鉄骨基礎で支持した

柱状の中心導体の外周に、碍子を介して上記中心導体の上下に位置する頂冠及び

底冠で保持されると共にその上下位置でそれぞれ短絡してなる複数本の外部導体

を円筒状に張設し、上記中心導体と上記外部導体とをリアクタンス整合器で接続

する。そして、一端を上記中心導体の頂冠周辺部で上記外部導体に短絡し、他端

を碍子を介して地面に繋留するアンテナローディング線を張設し、上記外部導体



(9) 実開平５－７４００９

下部の短絡部より給電するようにしたもので、送信周波数帯域を狭めることなく

、また既設の支柱を利用することによりわずかの改善工事だけで建設可能な放射

効率の充分高い小型アンテナを提供することができる。


